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南
区
三
春
台
か
ら
西

区
霞
ヶ
丘
は
つ
な
が
っ
た

高
台
だ
っ
た
。
一
九
一
三

年(

大
正
二
年)

に
市
電
を

通
す
切
り
通
し
が
作
ら
れ

た
。
そ
の
時
、
煉
瓦
で
造

ら
れ
た
の
が
初
代
の
霞
橋
。

下
を
市
電
だ
け
が
通
る
ア
ー

チ
橋
で
あ
っ
た
。

関
東
大
震
災
で
壊
れ
た

が
一
九
二
八
年(

昭
和
二

年)

に
二
代
目
霞
橋
が
下

を
人
、
車
、
市
電
併
用
で

造
ら
れ
た
。

一
九
六
九
年(

昭
和
44

年)

ま
で
、
下
を
市
電
が

通
っ
て
い
た
。

橋
の
上
、
霞
ヶ
丘
側
に

あ
る
説
明
版
に
よ
る
と
・
・
・

｢

こ
の
辺
り
は
霞
耕
地

と
呼
ば
れ
大
正
期
に
は
別

荘
等
が
建
て
ら
れ
て
い
た

が
、
大
震
災
の
被
害
が
ひ

ど
か
っ
た
市
中
心
部
か
ら

の
避
難
地
と
し
て
住
宅
地

と
な
っ
た｣

そ
う
だ
。

同
名
の
橋
が
新
山
下
運

河
に
架
か
っ
て
い
て
日
曜

ジ
ジ
通
信
四
五
七
号
に
掲

載
し
た
。

霞

橋

横
浜
市
南
区
三
春
台
と
西
区
霞
ケ
丘
の
間

二
〇
二
一
年
七
月
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我
が
家
の
庭
で
は
春
の

花
、
躑
躅
が
満
開
。
金
木

犀
は
二
度
咲
い
て
、
更
に

三
度
目
に
向
け
て
蕾
が
膨

ら
ん
で
い
る
。
秋
無
し
で

夏
か
ら
冬
に
な
っ
た
か
と

思
っ
た
ら
暑
く
な
っ
た
り
。

気
候
の
変
化
が
激
し
い
で

す
ね
。
そ
れ
は
巷
で
云
わ

れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
？

そ
こ
で
気
象
庁
の
デ
ー
タ

を
調
べ
ま
し
た
。
八
月
の

最
高
気
温
と
二
月
の
最
低

気
温
が
左
の
グ
ラ
フ
で
す
。

世
界
を
見
る
と

温
暖
化
の
為
で
し
ょ
う

か
、
異
常
な
現
象
が
世
界

各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
ド
イ
ツ
な
ど

で
は
川
の
氾
濫
。
デ
ン
マ
ー

ク
で
も
異
常
な
豪
雨
。
一

方
、
南
ア
フ
リ
カ
や
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
で
は
三
年
続
き

の
大
干
ば
つ
。

石
炭
火
力
廃
止
に
舵
を

炭
酸
ガ
ス
排
出
削
減
の

為
、
国
際
的
に
は
石
炭
火

力
廃
止
に
動
い
て
い
ま
す
。

日
本
も｢
二
〇
三
〇
年

に
は
電
力
分
野
で
脱
炭
素

化
を
目
指
す｣
と
国
際
公

約
。
し
か
し
、
自
公
政
権

は
国
内
で
新
た
に
大
規
模

石
炭
火
力
発
電
所
九
基
の

建
設
を
計
画
。
二
〇
三
〇

年
に
な
っ
て
も
動
か
し
続

け
る
の
？

こ
れ
で
は
、
世
界
の
動

き
に
逆
行
す
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

技
術
力
を
注
ぐ
べ
き
は

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

石炭火力廃止は待ったなし
8月の最高気温 ２月の最低気温
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1885年から2020年までの日毎の最高最低気温の十年の移動平均


